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4,692 土地区画整理事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

細谷地 37 次 集落 縄文時代
古代
古代以降

近世
近現代

陥し穴 8
溝 1
土坑 2・溝 6
ピット

廃棄土坑 12

剥片
土師器
土師器・須恵器

陶磁器，寛永通宝
ガラス瓶，陶磁器

要約

　盛南地区遺跡群は，平安時代初頭の延暦 22 年（803）に朝廷が造営した古代城柵「志波城」の南東方に位置し，7 世紀より続く一大勢力 
「志波エミシ」が 10 世紀まで拠点とした古代集落群が主に確認されている。本書掲載の細谷地遺跡では，古代の遺構は １ 条の溝跡のみであ
ったが，縄文時代の大規模な帯状の陥し穴群の一部，近世盛岡城下にあったと伝承される御用窯で焼かれた陶器，ガラス瓶をはじめ多くの
遺物が出土した近現代「廃棄土坑」群などが確認された。
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